
その他、家庭菜園に関する相談は、JAの支店または営農経済センターまでご連絡ください。

情報提供は、西濃農林事務所農業普及課（TEL 73-1111）

見た目はキュウリ？でも実はカボチャの仲間！
～ズッキーニ～

今月の
テーマ

　ズッキーニは、ウリ科のペポカボチャに分類され、別名をツルなしカボチャと言います。あっさりした味で、ピザのトッピングや
スープ、炒め物などの洋風料理によく合います。キュウリのような長細い形から、丸型やUFOのような形もあり、色も緑から黄緑、
黄色まで様々な品種があります。

●一株が大きく育つので、十分な株間と畝間を取って植え付けます。
●葉柄が中空になっていて折れやすいので、支柱で固定します。
●生育初期に肥料が効きすぎると、葉ばかり茂って実が付かない「ツルぼけ」になります。

植え付けの2～3週間前に完熟堆肥1㌔/㎡、苦土石灰100㌘/㎡をまき、深さ30㌢位までよく耕します。植え付けの1週間前には化成
肥料（N:P:K＝8-8-8）50㌘/㎡を施し、よく耕しておきます。
畝幅80㌢畝高10～15㌢の高めの畝を作って、水はけを良くします。
黒マルチを張ったり敷きワラを敷いておくと、乾燥や泥はね、雑草の繁茂を防ぐことができます。

赤かび病防除は、適期に確実に実施しましょう！

退緑黄化病に注意！

西濃農林事務所農業普及課 ［技術課長補佐兼係長］　高橋 幸藏さん

西濃農林事務所農業普及課 ［技術課長補佐兼係長］　矢島 幹之さん

　令和6年産小麦の生育は、播種以降、期間を通じて気温が平年以
上の日が多く、「イワイノダイチ」「さとのそら」とも生育は順調に推
移しています。今後の天候次第では、平年より早く出穂期を迎える
可能性があるため、注意が必要です。
　令和6年2月20日発表の名古屋地方気象台の東海地方の3カ月予
報によれば、予想される向こう3カ月の出現の可能性が最も大きい
天候と、特徴のある気温、降水量等の確率は、この期間の平均気温
は、平年並または高い確率ともに40％となっています。
　小麦が出穂期を迎えたら、赤かび病防除の時期です。各ほ場の
生育状況をこまめに観察し、防除適期を逃さないよう心がけま
しょう。

　赤かび病菌が産出する毒素「デオキシニバレノール（ＤＯＮ）」
は、人に対して、頭痛・嘔吐・めまい等の急性中毒症状のほか、長期
間の摂取により成長抑制・免疫低下等の慢性中毒症状を引き起こし
ます。「ＤＯＮ」が原料に混入した場合、製粉業者やメーカーの段階
で取り除くことが不可能なため、実需者から赤かび病の防除を確実
に行うよう強く求められています。食品安全の確保という意味で
も、重要な作業となります。
　このようなことから、赤かび病には厳しい検査基準が設けられて
おり、基準値1ppmを超えると出荷停止処分となるため、出穂期以
降2回の薬剤防除を徹底しましょう。

　赤かび病は、開花期に感染しやすい病気です。一般に、出穂から
1週間程度で開花期を迎えますが、暖かい日が続くと開花が早まる
ため、ほ場での開花状況をよく確認して防除を行いましょう。また、
使用する薬剤は各地域の栽培暦を参考に選定し、農薬の使用基準
などを確認のうえ、地域住民や近接ほ場の他作物などに配慮し、適
切に散布しましょう。

1.キュウリ退緑黄化病について
　令和2年11月に、西濃地区で県内初めてとなるキュウリ退緑黄化
病の発生が確認されました。本病は、うり類退緑黄化ウイルス
（CCYV）というウイルスによって引き起こされる病気で、メロン、
スイカ、キュウリなどのウリ科植物で発生が確認されています。
　本病の主な症状は、葉の葉脈間に多数の退緑小斑点が発生する
ことから始まります。その後、小斑点が増加・拡大し、互いにくっつ
くことで、葉脈部のみに緑色が残った退緑黄化症状となります。こ
の症状は、新葉から症状が現れる黄化えそ病とは異なり、生長点付
近の葉では現れません。葉の黄化が進むと草勢が低下してしまい、
収量の減少につながります。
　本病は、CCYVに感染した植物を吸汁したタバココナジラミが別
の株を吸汁することでのみ伝染するとされています。したがって、退
緑黄化病を防ぐには、タバココナジラミの防除を徹底することが重
要です。

2.防除対策
〇雑草がコナジラミ類の増殖場所となるため、ほ場内外の除草を徹
底する。
〇施設開口部に0.4㍉目合い以下の防虫ネットを設置する。

〇黄色の粘着トラップを設置し、タバココナジラミの早期発見に努
める。
〇タバココナジラミは薬剤耐性が発達しやすく、薬剤耐性の発現を
防ぐため、同一系統の薬剤の連用はしない。
〇キュウリ退緑黄化病の発病株は、伝染源となるため直ちに除去
し、ビニール袋に入れて完全に枯れるまで密封処理を行ったのち
処分する。
〇栽培終了時には、ハウスを密閉して蒸し込みを行い、タバココナ
ジラミを死滅させ、施設外への分散を防止する。

キュウリ

小麦

赤かび病が発生した穂

畑の準備

ポット(9～12㌢サイズ)に1～2㌢の深さにタネを2粒ずつ平たくまき、軽く土をかぶせ、たっぷりと水をかけます。まだ寒い時期の育苗
となるため、保温資材を使用しましょう。
また、ホームセンターなどで苗を購入することもできます。

種 ま き

本葉が出始めた頃に間引いて１本立ちにします。本葉4～5枚の苗に仕上げます。間 引 き

苗の植え付けの前に、ポットごと水に浸けて吸水させます。
畝の中央に株間80～100㌢間隔で根鉢を崩さないように植え付け、たっぷりと水をやります。 
植え付け後の保温とウリハムシ、アブラムシの被害回避のため、ホットキャップ、アンドンなどで保護します。

植え付け

植え付けから2週間後、株が大きくなってきたらホットキャップ、アンドンを外します。
このタイミングで化成肥料（N:P:K＝8-8-8）を30㌘/㎡施します。
以降、半月に1度のタイミングで畝の肩に追肥します。

追　　肥

ズッキーニの葉の展開に伴って茎が伸長し、生育途中から倒れて地面を這います。
葉が大きく、葉柄が強風で折れやすいので、早めに支柱を立て、振り回されないよ
うに固定します。【図2参照】

支柱立て

雌花が咲いたら授粉させます（花のガクの下に膨らみがあるのが雌花、ないのが雄花です）。
確実に着果させるために人工授粉をさせます。人工授粉は、雄花を摘み取ってから花弁を取
り除き、雌花の柱頭に転がすように着けます。遅くても朝の9時前に行います。

人工授粉

アブラムシ等の虫害を防ぐため、苗が小さいうちは、防虫ネットをトンネル掛けするとよいでしょう。コンパニオンプランツである長
ネギを一緒に植えると、土壌病害の発生を抑えることができます。

病 虫 害

授粉から4～5日で収穫できます。長さ20㌢太さ3～4㌢程度になったら収穫です。
開花直後の花つき幼果は、柔らかくおいしい「花ズッキーニ」として食べることもできます。
実を収穫したら、すぐ下の葉を切り取って風通しをよくします。
梅雨時には実を収穫した切り口から腐ることがあるので、株元に雨が当たらないようにビニールなどをトンネル掛けして雨よけすると
良いです。

収　　穫

種まき 植え付け 人工授粉 収穫

図1　作型目安
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＜防除適期＞ 1回目：開花始め
2回目：1回目の防除から10日後

発病葉の退緑黄化症状 退緑小斑点

株の片側に支柱を立て、主枝で
はなく葉柄を固定します。

収穫した
果実
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葉柄
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